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一
「
犬
」
の
問
題
点

（
一
）
定
稿
の
問
題

「
犬
」
の
初
出
本
文
は
当
時
和
辻
哲
郎
が
編
集
を
務
め
た
岩
波
書
店
の
『
思

想
』
第
七
号
（
大
正
十
一
年
四
月
一
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
但
し
題
名
の

下
に
「（
未
定
稿
）」
と
の
記
載
が
あ
る
。
初
版
と
し
て
は
、「
島
守
」
を
巻
頭
に

掲
載
し
『
犬
』
と
し
て
岩
波
書
店
よ
り
大
正
十
三
年
五
月
十
日
発
行
さ
れ
て
い
る
。

角
川
書
店
発
行
全
集
（
以
下
、
角
川
版
全
集
と
省
略
）
と
岩
波
書
店
発
行
全

集
（
以
下
、
岩
波
版
全
集
と
省
略
）
と
の
間
で
の
本
文
の
相
違
、
特
に
伏
字
の

有
無
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
岩
波
版
全
集
第
二
巻
「
後
記
」
に
、
初
出
に
お

け
る
伏
字
箇
所
の
列
記
と
底
本
と
し
た
単
行
本
と
角
川
版
全
集
本
文
と
の
校
合

結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

静
岡
市
に
中
勘
助
遺
族
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
資
料
（
以
下
、
静
岡
市
資
料

と
省
略
）
の
調
査
よ
り
「
犬
」
稿
の
変
遷
経
過
が
更
に
判
明
し
た
の
で
、
二
章

に
報
告
す
る
。

（
二
）
方
法
の
問
題

「
犬
」
論
に
は
、
作
品
に
描
か
れ
た
内
容
や
テ
ー
マ
に
関
わ
る
論
考
に
比
し
、

方
法
論
に
つ
い
て
の
論
考
が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
提
婆
達
多
」
創
作
に
お
い
て
漱
石
を
意
識
し
て
い
た
と
の
指
摘
が⑴
市
川
浩

昭
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
大
正
十
三
年
の
秋
か
ら
昭
和
六
年
ま
で
勘
助
の
身
の

回
り
の
世
話
を
行
っ
た⑵
中
島
ま
ん
の
証
言
に
よ
る
と
、「
又
度
々
き
か
さ
れ
ま

し
た
事
は
、
私
は
私
の
師
と
仰
ぐ
人
を
ほ
し
い
、
師
と
仰
ぐ
人
は
一
人
も
な
い

と
云
ふ
事
は
、
お
仕
事
の
な
さ
る
度
毎
に
き
か
さ
れ
ま
し
た
」
と
師
に
よ
る
作

品
批
評
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

筆
者
は
「
提
婆
達
多
」
脱
稿
の
約
二
年
後
に
初
稿
脱
稿
し
た
「
犬
」
も
漱
石

を
意
識
し
た
作
品
と
考
え
、
擬
人
化
の
方
法
を
と
る
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」（
以

下
、「
猫
」
と
省
略
）
と
の
比
較
に
お
い
て
方
法
を
探
る
。

二　

定
稿
に
つ
い
て

（
一
）
角
川
版
・
岩
波
版
全
集
本
文
へ
の
経
過

角
川
版
全
集
第
二
巻
収
録
「
犬
」
の
底
本
に
つ
い
て
、
同
書
「
後
記
」
で
は

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
静
岡
市
資
料
番
号013F003

（
初
出
誌
へ
の
書
き
入
れ
稿
）
の
確

認
か
ら
、
そ
の
資
料
が
底
本
と
確
定
さ
れ
た
。
静
岡
市
資
料
番
号013F017

（
二

校
）
と
校
正
が
重
な
る
に
つ
れ
漢
字
の
訂
正
と
振
り
仮
名
が
書
き
加
え
ら
れ
て

「
犬
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

木
　
　
内
　
　
英
　
　
実
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い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
静
岡
市
資
料
番
号019E002

角
川
版
全
集

第
二
巻
（
一
刷
）
本
文
に
も
更
に
校
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

岩
波
版
全
集
第
二
巻
収
録
「
犬
」
の
底
本
は
初
出
と
「
扉
に
『
三
二
、
八
、

七
再
稿
』
と
あ
る
中
家
蔵
の
著
査
書
き
入
れ
本
」
と
同
書
後
記
「
犬
」
解
説
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
底
本
の
一
冊
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
書
き
入
れ
本
の
指
摘
は
正

確
で
な
い
。

同
書
口
絵
に
「
単
行
本
『
犬
』
著
者
書
き
入
れ
」
と
解
説
さ
れ
た
頁
写
真
に

相
当
す
る
書
き
入
れ
が
残
る
の
は
静
岡
市
資
料
番
号125F001

の
書
籍
（
大

正
十
三
年
五
月
十
日
、
岩
波
書
店
刊
の
単
行
本
『
犬
』
書
き
入
れ
本
）
で
あ
る
。

同
書
の
扉
に
は
黒
字
で
「
昭
和
三
十
年
誤
字
、
句
読
等
調
べ
済
」
そ
の
横
に
赤

字
で
「
犬
モ
句
読
等
調
べ
済
三
十
二
年
五
月
十
八
日　

島
守　

犬　

原
稿
紙
に

書
き
か
へ
る
」
と
三
行
に
亘
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
、「
犬
」
の
題
字
頁
（
五
六

頁
と
五
七
頁
の
間
）
に
「
三
二
、
八
、
七　

再
校　

写
シ
カ
ヘ
ノ
時
尚
忘
不
句

読
（
一
字
判
読
で
き
ず
）
良
ス
ル
コ
ト
」
と
赤
字
で
書
き
入
れ
が
あ
る
。

同
書
を
包
ん
で
い
た
岩
波
書
店
名
入
り
茶
封
筒
か
ら
岩
波
書
店
編
集
部
と
や

り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
よ
り
、「
犬
」
稿
の
変
遷
の
経
過
は
、
勘
助
存
命
中
に
校
正
可
能
だ
っ

た
と
想
定
で
き
る
範
囲
で
、
①
初
出
（
未
定
稿
）『
思
想
』
第
七
号
（
大
正
十

一
年
四
月
一
日
刊
）
掲
載
→
②
岩
波
書
店
版
単
行
本
『
犬
』（
大
正
十
三
年
五

月
十
日
刊
）
→
③
静
岡
市
資
料
番
号125F001

「
句
読
等
調
べ
済　

三
十
二
年

五
月
十
八
日
」「
三
二
、
八
。
七
、
再
校
」
稿
→
④
静
岡
市
資
料
番
号

013F003

角
川
版
全
集
へ
の
収
録
を
目
的
と
し
た
初
出
へ
の
書
き
入
れ
（
角
川

版
全
集
「
犬
」
初
稿
）
→
⑤
角
川
版
全
集
「
犬
」
初
版
（
昭
和
三
十
六
年
一
月

三
十
日
刊
）
→
⑥
角
川
版
全
集
「
犬
」
二
刷
（
筆
者
未
見
）
→
⑦
角
川
版
全
集

「
犬
」
三
刷
（
昭
和
四
十
年
八
月
三
十
日
刊
）
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

昭
和
三
十
二
年
五
月
当
時
、
勘
助
は
親
し
い
人
へ
の
書
簡
に
、
角
川
版
全
集

の
準
備
で
多
忙
で
あ
る
こ
と
を
綴
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
③
は
角
川
版
全
集
へ
の

収
録
を
目
的
と
し
た
下
調
べ
で
あ
り
、
③
と
④
は
時
期
的
に
極
め
て
近
い
と
考

え
ら
れ
る
。

①
は
性
描
写
を
大
幅
に
伏
字
し
た
結
果
、
公
刊
さ
れ
た
が
、
勘
助
も
予
測
し

て
い
た
風
俗
壊
乱
に
よ
る
発
禁
処
分
を
受
け
た
。

伏
字
復
元
の
観
点
で
は
、
③
に
は
②
の
伏
字
部
分
に
復
元
の
書
き
入
れ
が
認

め
ら
れ
る
。
④
に
は
①
の
伏
字
部
分
に
復
元
の
書
き
入
れ
が
認
め
ら
れ
る
も
、

そ
の
部
分
は
さ
ら
に
二
重
線
で
消
さ
れ
伏
字
に
さ
れ
て
い
る
。
結
果
的
に
伏
字

部
分
は
①
よ
り
も
増
え
て
い
る
。
⑤
・
⑥
・
⑦
に
お
い
て
も
伏
字
部
分
は
復
元

さ
れ
な
か
っ
た
。

勘
助
は
、
作
者
の
編
集
意
図
が
多
く
反
映
さ
れ
た
角
川
版
全
集
に
お
い
て
、

伏
字
部
分
を
復
元
さ
せ
た
稿
を
意
図
的
に
世
に
出
さ
な
か
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

勘
助
逝
去
後
に
伏
字
復
元
稿
を
底
本
と
す
る
単
行
本
が
岩
波
書
店
よ
り
発
刊

さ
れ
た
。
そ
の
変
遷
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

①
・
③
→
⑧
岩
波
書
店
版
単
行
本
『
犬
』
第
二
刷
（
昭
和
五
十
八
年
六
月
三

日
刊
）
→
⑨
岩
波
文
庫
『
犬　

他
一
篇
』（
昭
和
六
十
年
二
月
十
八
日
刊
）
→

⑩
岩
波
版
全
集
「
犬
」（
昭
和
六
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
刊
）

⑩
に
関
し
て
、
後
記
「
犬
」
解
説
に
「
角
川
書
店
版
全
集
に
従
っ
て
振
仮
名

を
適
宜
補
っ
た
」
と
あ
る
の
で
、
参
照
し
た
角
川
版
全
集
の
刷
は
不
明
だ
が

⑤
・
⑥
・
⑦
い
ず
れ
か
を
参
照
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

定
稿
と
し
て
は
、
作
者
の
構
想
通
り
の
表
現
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
勘
助

が
伏
字
を
復
元
し
た
③
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
自
ら
が
編
集
し
た
全
集
に

お
い
て
、
別
表
の
よ
う
に
、
多
く
の
部
分
に
校
正
の
手
入
れ
を
行
い
④
を
出
し
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た
こ
と
か
ら
、
勘
助
は
伏
字
の
存
在
を
作
品
の
完
成
度
と
切
り
離
し
て
考
え
て

い
た
よ
う
だ
。

「
犬
」
の
場
合
、
も
と
人
間
で
あ
っ
た
犬
に
夫
婦
生
活
を
語
ら
せ
る
と
い
う

内
容
で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
に
発
行
者
・
訳
者
共
に
有
罪
の
最
高
裁
判
決
が
出

た
「
チ
ャ
タ
レ
ー
裁
判
」
の
問
題
点
と
は
一
線
を
画
す
。
時
代
背
景
を
考
慮
し

て
も
、
そ
の
当
時
、
勘
助
が
伏
字
復
元
稿
を
世
に
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。

④
で
は
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
「
こ
の

人
騒
が
せ
な
作
品
は
自
分
で
は
よ
く
出
来
た
と
思
つ
て
ゐ
る
」
と
作
品
へ
の
満

足
を
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
④
も
作
者
本
位
の
定
稿
と
評
価
で
き
る
。

（
二
）
角
川
版
全
集
本
文
の
特
徴

岩
波
版
全
集
第
二
巻
後
記
に
は
底
本
と
し
た
岩
波
版
単
行
本
（
前
節
の
②
）

と
角
川
版
全
集
本
文
と
の
校
合
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度
、
前
節
④
の

角
川
版
本
文
初
稿
（
初
出
へ
の
書
き
入
れ
）
と
⑤
へ
の
書
き
入
れ
本
の
存
在
が

判
明
し
た
の
で
、
前
節
①
と
④
と
の
校
合
結
果
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。
ま

ず
数
多
い
校
正
箇
所
と
し
て
以
下
の
㋐
～
㋙
が
挙
げ
ら
れ
る
。

㋐
句
読
点
の
削
除
…
102
箇
所

㋑
漢
字
へ
の
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
の
加
筆
、
漢
字
の
ひ
ら
が
な
へ
の
、
旧
仮

名
の
新
仮
名
へ
の
書
換
…
42
箇
所

㋒
繰
り
返
し
記
号
「
ゞ
」「
ゝ
」、
踊
り
文
字
「
〳
〵
」
の
文
字
へ
の
置
換
…
126

箇
所

㋓
「
ゐ
た
」
→
「
た
」、「
ゐ
る
」
→
「
る
」、「
で
あ
つ
た
」
→
「
だ
つ
た
」、「
で

あ
る
」
→
「
だ
」
の
置
換
…
88
箇
所

㋔
「
が
」

↕

「
け
れ
ど
」「
と
は
い
え
」「
そ
し
て
」、「
と
は
い
え
」
→
「
し
か

し
」「
け
れ
ど
も
」
の
置
換
と
削
除
…
13
箇
所

㋕
会
話
と
独
白
部
分
の
カ
ギ
カ
ッ
コ
の
削
除
と
行
詰
め
（
但
し
、
会
話
文
・
独

白
分
の
前
後
は
一
字
分
空
白
）
…
10
箇
所

㋖
伏
字
復
元
後
の
二
重
線
で
の
削
除
・
更
な
る
伏
字
指
示
…
29
箇
所

㋗
助
詞
「
て
」「
も
」「
を
」「
と
」「
は
」
の
削
除
…
22
箇
所

㋘
強
調
記
号
の
削
除
…
10
箇
所

㋙
主
語
の
削
除
…
5
箇
所

右
の
特
徴
的
な
箇
所
を
除
い
た
校
合
結
果
を
別
表
1
と
し
て
示
す
。

別
表
1

№

頁
・
行
（
角
川
版
）

初
出
の
表
現

前
節
④
角
川
版
初
稿
の
表
現

①

一
六
一
・
二

掠
略
す
る
こ
と
を
も
つ
て

掠
略
す
る
こ
と
を

②

一
六
一
・
九

咀
つ
て
ゐ
た

詛
つ
て
ゐ
た

③

一
六
二
・
三
、
二
二
二
・
一
〇
、
二
一
八
・
一
一

と
う
と
う

た
う
と
う

④

一
六
二
・
五

蘇
ら
す
た
め
な
の
だ
と

蘇
ら
す
た
め
だ
と
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⑤

一
六
二
・
一
〇
～
一
一

檬
果
樹
が
あ
つ
て
あ
た
り
に
枝
を
ひ
ろ
け
て
ゐ
る
。
そ
の

逞
し
い
幹
に
お
そ
ろ
し
く
太
い
葛
蘿
が
這
ひ
あ
が
つ
て

檬
果
樹
が
あ
た
り
に
枝
を
ひ
ろ
げ
、
そ
の
逞
し
い

幹
に
這
ひ
あ
が
つ
た
お
そ
ろ
し
く
太
い
葛
蘿
が

⑥

一
六
二
・
一
二
～
一
三

く
ひ
あ
つ
て
ゐ
る
様
子
が
、
な
ん
だ
か
汚
ら
し
い
手
足
と

胴
體
と
が
絡
み
あ
つ
て
ゐ
る
様
な

く
ひ
あ
つ
て
る
様
子
が
な
ん
だ
か
汚
ら
し
い
手
足

と
胴
體
と
が
絡
み
あ
つ
た
や
う
な

⑦

一
六
三
・
七

厚
ぼ
つ
た
い
だ
ぶ
〳
〵
し
た

厚
ぼ
つ
た
く
だ
ぶ
だ
ぶ
し
た

⑧

一
六
三
・
一
〇

そ
し
て
暫
く
す
る
と
は

暫
く
す
る
と

⑨

一
六
三
・
一
三

ご
く
幼
少
の
頃
か
ら

幼
少
の
頃
か
ら

⑩

一
六
四
・
一
、
一
六
五
・
八
、
一
九
〇
・
一
一
、
一
九
一
・
四
、

一
九
二
・
一
二
、
一
九
三
・
五
、
一
九
五
・
二
、
一
九
七
・
一

二
、
二
〇
二
・
一
三
、
二
一
一
・
六
、
二
一
七
・
二
～
三

身
體

體

⑪

一
六
四
・
五

こ
と
に

殊
に

⑫

一
六
四
・
一
三

坐

座

⑬

一
六
五
・
五

ふ
る
は
せ
な
が
ら

ふ
る
は
せ
て

⑭

一
六
五
・
一
一

見
す
ゑ
た
が

見
す
ゑ
な
が
ら

⑮

一
六
五
・
一
三

そ
ら
し
て
ゐ
た
が
、

そ
ら
し
て
た
彼
女
は

⑯

一
六
七
・
七

と
つ
ぷ
り
暮
れ
た
。

と
つ
ぷ
り
暮
れ
て

⑰

一
六
八
・
五

そ
し
て
落
ち
つ
い
た
濁
つ
た

そ
し
て
濁
つ
た

⑱

一
六
九
・
二

こ
と
に
對
す
る
羞
恥
・
こ
と
に
對
す
る
愛
惜

こ
と
の
羞
恥
・
こ
と
の
愛
惜

⑲

一
六
九
・
一
二

殆
ど
宙
に
浮
い
て

宙
に
浮
い
て

⑳

一
七
一
・
二

と
は
か
ぎ
ら
な
か
つ
た
け
れ
ど

で
は
な
か
つ
た
が

�

一
七
一
・
一
〇

手
を
と
つ
て

手
を
と
り

�

一
七
三
・
一
四

ど
う
か
を
気
づ
か
ふ
の
で
あ
つ
た

ど
う
か
が
気
づ
か
は
れ
た

�

一
七
四
・
二
、
二
一
四
・
四

一
伍
一
什

一
部
始
終

�

一
七
四
・
三

身
重
に
な
つ
て
い
る
と
い
ふ
こ
と

身
重
に
な
つ
た
こ
と

�

一
七
四
・
六

せ
う
こ
と
な
し
に

不
承
不
承
に
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�

一
七
五
・
七

水
が
は
ひ
つ
て
、
一
本
の

水
を
い
れ
て

�

一
七
六
・
六
～
七

忘
れ
よ
う
な
ど
と
は
露
ほ
ど
思
ひ
は
し
な
か
つ
た

忘
れ
よ
う
な
ぞ
と
は
露
ほ
ど
も
思
は
な
か
つ
た

�

一
七
六
・
九
、
二
〇
二
・
一
二

そ
し
て

さ
う
し
て

�

一
七
六
・
一
二

宿
営
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

宿
営
す
る
こ
と
に
な
り

�

一
七
九
・
二

特
別
乱
暴
な
企
も
し
な
か
つ
た

特
別
乱
暴
も
し
な
か
つ
た

�

一
七
九
・
六

虎
の
ご
と
く
に

虎
の
や
う
に

�

一
八
二
・
七

こ
と
は
ど
う
し
て
も
出
来
な
か
つ
た

こ
と
は
出
来
な
か
つ
た

�

一
八
二
・
一
〇

つ
ぶ
つ
た
目

く
わ
つ
と
あ
け
放
つ
た
目

�

一
八
四
・
一
二

貴
様
は
何
者
だ

何
者
だ

�

一
九
七
・
一
五

速
に

は
や
く

�

一
九
八
・
五
～
六

灰
燼
の
な
か
に
ま
つ
黒
に
な
つ
た
死
骸
が
ち
ら
ば
つ
て
、

そ
れ
を

灰
燼
の
な
か
に
ち
ら
ば
つ
た
ま
つ
黒
な
死
骸
を

�

一
九
八
・
七

爪
を
も
つ
た
お
仲
間
う
ち
と
し
て

爪
を
も
つ
た
仲
間
と
し
て

�

二
〇
五
・
三

間
違
な
く
方
面
を

間
違
ひ
な
く
方
向
を

�

二
〇
五
・
六

間
違
は
ず

違
は
ず

�

二
〇
五
・
七

後
ろ
の
は
う

後
ろ
に

�

二
〇
五
・
一
一

私
は
逃
げ
そ
く
な
つ
て
し
ま
つ
た

逃
げ
そ
こ
な
つ
た

�

二
一
一
・
一
〇

き
ゆ
ん
き
ゆ
ん
と
啼
い
た

啼
い
た

�

二
一
一
・
一
三

運
悪
く
と
う
と
う
出
会
は
な
か
つ
た

運
悪
く
出
会
は
な
か
つ
た

�

二
一
一
・
一
五

と
も
か
く
相
應
の

相
當
の

�

二
一
二
・
一

歩
い
た
の
だ
け
れ
ど

歩
い
た
の
に

�

二
一
二
・
五

噛
み
つ
い
て
無
茶
苦
茶
に
が
り
が
り
と

噛
み
つ
き
無
茶
苦
茶
に

�

二
一
三
・
五

匂
が
し
て
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
互
に

匂
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に

�

二
一
三
・
九

藪
の
な
か
を

藪
を
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�

二
一
三
・
一
五

見
る
ば
か
り
で
あ
る
。

見
る
ば
か
り
。

�

二
一
七
・
一
〇

本
然
の
傾
向
に
戻
つ
た

本
然
の
傾
向
に
悖
つ
た

�

二
二
三
・
一

そ
れ
と
と
も
に

同
時
に

三　

方
法
論
に
つ
い
て

（
一
）
勘
助
に
よ
る
「
猫
」
評
価
と
「
銀
の
匙
」
独
創
性
へ
の
自
負

勘
助
は
、
一
高
・
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
時
代
の
恩
師
・
漱
石
の
推
薦
に
よ

り
「
銀
の
匙
」
と
そ
の
後
篇
「
つ
む
じ
ま
が
り
」
が
東
京
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
幸
運
な
作
家
で
あ
る
。
勘
助
自
身
、
漱
石
か
ら
「
銀
の
匙
」
絶
賛
の
書
簡

を
生
前
大
切
に
し
て
お
り
、
現
在
静
岡
市
に
よ
っ
て
保
管
管
理
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
勘
助
の
漱
石
の
作
品
に
対
す
る
評
価
は
決
し
て
高
く
な
い
。

大
正
六
年
六
月
号
の
『
三
田
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
夏
目
先
生
と
私
」
で

は
、
漱
石
の
「
猫
」
に
関
す
る
勘
助
の
回
想
は
他
の
作
品
に
比
し
多
い
。

「
猫
」
が
評
判
に
な
っ
た
頃
は
「
併
し
そ
の
頃
の
私
は
詩
歌
ば
か
り
を
愛
読

し
て
散
文
と
い
ふ
も
の
は
見
向
き
も
し
な
か
つ
た
」、「『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

は
そ
の
表
題
か
ら
し
て
顔
を
そ
む
け
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
つ
た
」
と
関
心
外
で

あ
り
、
大
学
入
学
後
も
「
は
じ
め
て
『
猫
』
を
手
に
と
つ
て
み
た
が
、
は
じ
め

の
百
頁
内
外
で
厭
き
て
し
ま
つ
た
き
り
い
ま
だ
に
そ
の
先
を
知
ら
な
い
」
と
述

べ
た
。

大
学
の
講
義
中
の
漱
石
に
よ
る
、
次
の
よ
う
な
「
猫
」
に
ま
つ
わ
る
言
動
も

そ
こ
に
は
記
録
さ
れ
た
。

ま
た
別
の
先
生
が
「
猫
」
を
評
し
て　

自
分
は
あ
の
中
の
人
物
や
事
件
を

知
つ
て
る
か
ら
面
白
い
が
さ
う
で
な
い
人
に
は
さ
ほ
ど
で
な
い
だ
ら
う　

と
い
ふ
よ
う
な
こ
と
を
い
つ
た
と
い
ふ
話
を
し
て

「
そ
ん
な
ん
ぢ
や
な
い
」

と
い
つ
た
。
ま
た
遠
方
の
知
ら
な
い
人
が
そ
つ
く
り
「
猫
」
の
ま
ね
を
し

て
書
い
た
も
の
を
送
つ
て
よ
こ
し
た
と
い
つ
た
。
そ
し
て

「
な
る
ほ
ど
よ
く
ま
ね
て
あ
つ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
つ
て
つ
ま
ら

な
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
い
つ
た
。
先
生
は
独
創
が
な
く
て
は
い
け
な
い
と

い
ふ
こ
と
を
度
た
び
い
つ
た
。

岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
第
四
巻
（
昭
和
六
十
四
年
十
月
二
十
三
日

刊
）

こ
れ
よ
り
当
時
の
「
猫
」
の
模
倣
作
を
漱
石
自
身
が
「
独
創
が
な
く
て
は
い

け
な
い
」
と
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

漱
石
が
「
銀
の
匙
」
に
独
創
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
勘
助
自
身
が
同
稿
で

記
述
し
て
い
る
。

先
生
は
ま
た　

子
供
の
時
の
こ
と
を
書
い
た
も
の
と
い
へ
ば
ト
ム　

ブ
ラ

ウ
ン
や
バ
ッ
ド　

ボ
ー
イ
が
あ
る
が
書
い
て
あ
る
方
面
が
ち
が
ふ
。
谷
崎

氏
の
「
少
年
」
は
あ
あ
い
ふ
も
の
で
「
銀
の
匙
」
と
は
少
し
た
ち
が
ち
が

ふ
し
「
銀
の
匙
」
の
や
う
な
も
の
は
見
た
こ
と
が
な
い　

と
い
つ
た
。
先

生
は　

綺
麗
だ　

と
い
つ
た
。
細
い
描
写　

と
い
つ
た
。
ま
た　

独
創
が
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あ
る　

と
い
つ
た
。
私
は
「
独
創
」
と
い
ふ
言
葉
を
き
い
て　

大
学
以
来

だ
な　

と
思
つ
た
。�

前
掲
書

（
二
）「
猫
」
と
「
犬
」
と
の
構
造
の
比
較

「
猫
」
受
容
者
に
よ
る
「
追
随
作
」
約
百
二
十
作⑶
は
日
比
嘉
高
に
よ
り
「
同

工
異
曲
も
の　

飼
い
猫
の
視
点
か
ら
主
人
の
家
を
観
察
し
語
る
と
い
う
趣
向
を

借
り
て
、
別
の
世
界
で
同
趣
の
物
語
を
行
う
」「
続
編　
『
猫
』
の
吾
輩
や
他
の

人
物
の
後
日
談
を
語
る
」「
手
引
き
書　

専
門
的
な
知
識
を
普
及
さ
せ
る
た
め

に
、
当
の
知
識
の
対
象
（
養
蚕
な
ら
蚕
、
映
画
な
ら
ば
フ
ィ
ル
ム
な
ど
）
が
一

人
称
『
吾
輩
』
と
な
っ
て
叙
述
を
行
う
」「
タ
イ
ト
ル
（
の
み
）
の
参
照　

内

容
は
『
猫
』
と
直
接
関
係
な
い
が
、『
吾
輩
は
～
で
あ
る
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル

を
も
つ
」
と
四
分
類
さ
れ
、
勘
助
同
様
、
漱
石
山
脈
の
一
端
を
担
う
内
田
百
閒

の
代
表
作
『
贋
作　

吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
日
比
の
挙

げ
る
追
随
作
の
中
に
「
犬
」
は
含
ま
れ
な
い
。「
犬
」
こ
そ
漱
石
の
影
響
を
受

け
た
勘
助
が
、
独
創
性
を
駆
使
し
た
自
信
作
と
言
え
よ
う
。

「
犬
」
と
「
猫
」
の
作
品
構
造
を
対
照
す
る
と
別
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

別
表
2

Ａ　
「
猫
」

Ｂ　
「
犬
」

①
作
品
内
の
時
代

日
露
戦
争
下
（
明
治
三
十
七
年
六
月
頃
～
明
治
三
十
八
年
十
一

月
頃
）

ガ
ー
ズ
ニ
ー
の
サ
ル
タ
ン
・
マ
ー
ム
ー
ド
の
イ
ン
ド
侵
略
下
（
一
〇
一
八
年
十
月
頃
か
ら
一
〇
一

九
年
）

②
初
出
時

明
治
三
十
八
年
一
月

大
正
十
一
年
四
月

③
主
人
公

一
人
称
の
語
り
手
の
猫
（「
吾
輩
」）

ヒ
ン
ズ
ー
教
の
僧
・
娘
（
共
に
名
前
が
記
さ
れ
ず
、
犬
へ
と
変
身
を
遂
げ
る
）

④
語
り
の
内
容

猫
が
見
聞
き
し
た
苦
沙
弥
ら
「
太
平
の
逸
民
」
の
言
動

娘
の
恋
の
結
末
・
娘
犬
が
体
験
し
た
僧
犬
と
の
望
ま
ぬ
夫
婦
生
活
・
僧
の
破
戒
と
異
教
徒
殺
害
の

経
緯
・
僧
犬
が
望
ん
だ
娘
犬
と
の
夫
婦
生
活

⑤
食
の
記
録

雑
煮
の
餅

娘
犬
…
死
産
し
た
嬰
児
・
殺
さ
れ
た
人
間
の
睾
丸
・
大
き
な
魚
の
頭

⑥
主
人
公
が

　

体
験
す
る
暴
力

猫
が
行
う
「
蟷
螂
狩
り
」「
蝉
取
と
云
ふ
運
動
」（「
鼠
狩
り
」）

娘
の
経
験
…
…
異
教
徒
か
ら
の
性
暴
力
・
主
人
か
ら
の
虐
使
・
僧
か
ら
の
性
暴
力

娘
犬
の
経
験
…
僧
犬
か
ら
の
性
暴
力
、
四
匹
の
子
犬
の
死

僧
の
経
験
…
…
異
教
徒
か
ら
の
迫
害
・
異
教
徒
へ
の
復
讐
・
娘
へ
の
性
暴
力

僧
犬
の
経
験
…
娘
犬
へ
の
性
暴
力
・
娘
犬
か
ら
噛
み
殺
さ
れ
る

⑦
主
人
公
の
最
後

溺
死
（「
南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
な
が
ら
の
「
大

往
生
」）

僧
犬
…
噛
殺

娘
…
…
元
の
人
間
の
姿
に
戻
る
が
裂
け
た
大
地
の
奈
落
へ
落
ち
る
（
湿
婆
神
へ
の
祈
り
の
結
果
）

⑧
権
力
者

実
業
家
・
男
爵
・
軍
人

征
服
者
（
娘
・
僧
ら
現
地
人
に
対
し
）・
主
人
（
孤
児
で
あ
る
娘
に
対
し
）・
宗
教
者
（
カ
ー
ス
ト

下
位
の
娘
に
対
し
）・「
強
さ
」
と
「
智
慧
」
を
持
つ
も
の
（
犬
に
お
い
て
）
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（
三
）
時
代
背
景
と
暴
力

別
表
2
内
、
項
目
①
に
つ
い
て⑷
、
山
田
有
策
の
指
摘
を
始
め
、
Ａ
「
猫
」
で

は
、
日
露
戦
争
に
関
す
る
言
説
が
多
数
認
め
ら
れ
、
漱
石
の
文
明
観
を
窺
い
知

る
こ
と
が
出
来
る
。

中
で
も⑸
小
森
陽
一
は
、「
⑥
主
人
公
が
体
験
す
る
暴
力
」
に
あ
る
よ
う
な
猫

に
よ
っ
て
「
運
動
」
と
評
さ
れ
る
種
種
の
狩
を
戦
争
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
漱

石
が
表
現
し
た
箇
所
に
注
目
し
た
。
小
森
は
、「
鼠
狩
り
」
の
「『
吾
輩
』
は
自

ら
を
『
東
郷
大
将
』
に
な
ぞ
ら
え
、
鼠
軍
団
を
『
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
』
と
称
し
、

鼠
が
姿
を
隠
し
て
い
る
『
戸
棚
』
を
『
旅
順
椀
』
と
呼
ん
で
い
る
。『
大
運
動
』

と
し
て
の
『
鼠
狩
り
』
は
、
日
露
戦
争
な
の
だ
」
と
述
べ
た
上
で
、「
大
運
動

で
な
い
代
り
に
そ
れ
程
の
危
険
が
な
い
」「
蟷
螂
狩
り
」
と
「
蝉
取
と
云
ふ
運

動
」
の
描
写
に
触
れ
、「『
吾
輩
』
の
語
り
か
ら
は
、
他
者
を
殺
傷
す
る
欲
望
と
、

強
姦
に
お
け
る
暴
力
へ
の
欲
望
と
が
等
質
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
」「
そ

の
語
り
の
中
に
も
、
性
的
欲
望
と
連
動
し
た
描
写
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
」
と
、

作
品
の
時
代
背
景
と
し
て
の
戦
争
と
主
人
公
の
性
暴
力
へ
の
傾
倒
を
「
欲
望
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
関
連
付
け
る
。

「
猫
」
で
は
隠
喩
と
し
て
表
現
さ
れ
た
戦
争
と
性
暴
力
と
の
関
係
を
顕
在
化

し
た
の
が
、「
犬
」
と
言
え
よ
う
。「
猫
」
で
は
蟷
螂
・
蝉
に
暴
力
を
行
使
す
る

「
吾
輩
」
の
視
点
か
ら
描
写
さ
れ
た
も
の
が
、「
犬
」
に
お
い
て
は
被
害
者
で
あ

る
娘
（
娘
犬
）
の
体
験
と
し
て
描
か
れ
る
所
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

別
表
2
内
、
項
目
①
⑥
「
犬
」
の
部
分
を
確
認
す
る
と
、
時
代
背
景
と
し
て

の
「
征
服
者
」
サ
ル
タ
ン
・
マ
ー
ム
ー
ド
の
軍
隊
が
印
度
に
侵
入
し
、
現
地
人

「
偶
像
崇
拝
者
」
の
文
化
を
破
壊
し
て
い
っ
た
と
い
う
大
き
な
暴
力
が
描
か
れ

る
。
そ
の
過
程
で
「
征
服
者
」
で
あ
る
回
教
徒
の
青
年
士
官
か
ら
「
現
地
人
」

の
娘
が
強
姦
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
物
語
の
発
端
に
あ
る
。
娘
が
宿
し
た
胎
児

の
父
親
に
一
目
会
い
た
い
と
神
に
願
掛
け
に
通
う
途
中
で
出
会
っ
た
ヒ
ン
ズ
ー

教
の
僧
か
ら
、
異
教
徒
と
通
じ
た
事
を
非
難
さ
れ
堕
胎
を
強
要
さ
れ
た
上
に
、

さ
ら
に
強
姦
さ
れ
る
。
同
民
族
間
で
の
心
身
両
面
に
及
ぶ
セ
カ
ン
ド
レ
イ
プ
は
、

性
的
執
着
か
ら
僧
が
自
ら
と
娘
を
呪
法
に
よ
っ
て
犬
と
変
身
さ
せ
た
後
に
は
、

夫
婦
間
に
お
け
る
ド
メ
ス
チ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
形
を
変
え
る
。
当
初
は

カ
ー
ス
ト
の
上
位
者
に
よ
る
下
位
者
に
対
し
て
の
、
犬
の
夫
婦
に
な
っ
て
か
ら

は
夫
に
よ
る
妻
に
対
し
て
の
性
暴
力
が
描
か
れ
る
。

そ
の
間
に
僧
は
呪
法
に
よ
っ
て
恋
敵
の
青
年
士
官
を
殺
し
、
そ
の
報
復
と
し

て
マ
ー
ム
ー
ド
に
よ
っ
て
町
が
焼
き
払
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
。
僧
犬

と
の
間
に
産
ま
れ
た
子
犬
を
犲
に
殺
さ
れ
た
娘
犬
は
逃
亡
の
末
、
僧
犬
を
噛
み

殺
す
。

異
民
族
間
の
戦
争
と
い
う
暴
力
と
、
同
民
族
間
、
同
種
間
、
夫
婦
間
の
暴
力

が
連
鎖
し
て
物
語
は
進
展
す
る
。

（
四
）「
五
官
全
体
へ
戦
慄
的
に
訴
え
る
表
現
」

「
犬
」
で
は
別
表
2
内
、
項
目
⑤
「
殺
さ
れ
た
人
間
の
睾
丸
」
の
よ
う
に
戦

争
下
、
飢
え
た
犬
が
マ
ー
ム
ー
ド
軍
に
よ
り
焼
き
討
ち
に
あ
っ
た
町
で
犠
牲
者

の
肉
を
食
す
場
面
が
描
写
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、「
猫
」
発
表
と
同
時
期
に
漱

石
が
『
帝
国
文
学
』
明
治
三
十
九
年
一
月
号
に
発
表
し
た
「
趣
味
の
遺
伝
」
冒

頭
の
「
陽
気
の
所
為
で
神
も
気
違
に
な
る
。『
人
を
屠
り
て
飢
え
た
る
犬
を
救

え
』
と
雲
の
裡
よ
り
叫
ぶ
声
が
、
逆
し
ま
に
日
本
海
を
撼
か
し
て
満
州
の
果
ま

で
響
き
渡
っ
た
時
、
日
人
と
露
人
は
は
っ
と
応
え
て
百
里
に
余
る
一
大
屠
場
を

朔
北
の
野
に
開
い
た
」
と
い
う
表
現
を
勘
助
が
意
識
下
に
お
い
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
文
章
中
の
「
犬
」
を⑹
「
漱
石
が
忌
み

嫌
っ
た
『
天
下
の
犬
ど
も
』
す
な
わ
ち
無
教
養
で
傲
慢
な
実
業
家
や
役
人
」
と
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比
喩
表
現
と
し
て
捉
え
る
説
も
あ
る
が
、
言
葉
ど
お
り
に
受
け
止
め
る
な
ら
ば
、

飢
え
た
犬
が
犠
牲
者
の
死
体
を
食
べ
る
場
面
は
、
戦
争
の
醜
悪
で
残
酷
な
実
態

の
象
徴
表
現
と
言
え
よ
う
。

「
猫
」
で
は
「
あ
ら
猫
が
御
雑
煮
を
食
べ
て
踊
を
踊
つ
て
ゐ
る
」
と
子
供
に

言
わ
れ
る
よ
う
な
、
餅
に
食
い
込
ま
せ
た
歯
が
取
れ
な
く
な
る
と
い
う
、
人
間

の
食
べ
物
を
食
べ
た
こ
と
に
よ
る
滑
稽
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
犬
」
の

場
合
、
恐
ろ
し
い
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
が
描
か
れ
る
。

堀
部
功
夫⑺
は
「
銀
の
匙
」
の
表
現
上
の
特
徴
の
一
つ
を
「
視
・
聴
覚
だ
け
で

な
く
、
嗅
・
味
・
触
覚
を
ふ
く
め
五
官
全
体
へ
戦
慄
的
に
訴
え
る
表
現
」
と
述

べ
た
。「
犬
」
の
表
現
に
も
こ
れ
は
当
て
は
ま
る
。
次
に
そ
れ
ら
の
表
現
を
挙

げ
る
。

　

そ
こ
で
彼
女
は
胎
児
を
ぱ
く
り
と
口
に
く
は
へ
た
。
で
、
舌
を
手
伝
は

せ
な
が
ら
首
を
ひ
と
つ
大
き
く
ふ
つ
て
奥
歯
の
は
う
へ
く
は
へ
こ
ん
だ
。

そ
し
て
二
つ
三
つ
び
ゆ
つ
と
噛
ん
で
そ
の
汁
け
を
味
つ
た
の
ち
ご
く
り
と

呑
み
込
ん
で
し
ま
つ
た
。�

（「
死
産
し
た
嬰
児
」）

　

そ
れ
は
ぬ
ら
め
い
て
渋
み
の
あ
る
、
こ
り
こ
り
し
や
き
し
や
き
し
た
物

だ
つ
た
。
彼
女
は
あ
ら
ま
し
噛
み
砕
い
て
苦
労
し
て
呑
み
こ
ん
だ
。
む
つ

と
す
る
噯
気
が
出
た
。�

（「
殺
さ
れ
た
人
間
の
睾
丸
」）

　

で
、
大
急
ぎ
で
ぐ
わ
つ
と
噛
み
つ
い
て
無
茶
苦
茶
に
が
り
が
り
と
噛
み

砕
い
て
の
み
こ
ん
だ
。
彼
女
は
幾
度
も
喉
に
骨
を
た
て
て
は
ぎ
や
つ
と
吐

き
出
し
た
。�

（「
大
き
な
魚
の
頭
」）

岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
第
二
巻
（
昭
和
六
十
四
年
十
一
月
二
十
一

日
刊
）

（
五
）
三
人
称
の
語
り

別
表
2
内
、
項
目
③
の
よ
う
に
勘
助
が
「
猫
」
追
随
作
の
多
く
が
採
用
し
た

一
人
称
で
は
な
く
三
人
称
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、
漱
石
の
「
文
学
論
」
第

四
編
第
八
章
「
間
隔
論
」Ivanhoe

に
お
け
る
佳
人Rebecca

に
よ
る
戦
況

報
告
場
面
を
例
に
あ
げ
、
説
明
を
試
み
た
い
。

漱
石
の
解
説
を
要
約
す
る
と
、
通
常
記
事
→
著
者
→
読
者
で
あ
る
が
、
作

品
の
幻
惑
度
が
高
い
と
著
者
の
存
在
を
読
者
が
忘
れ
て
記
事
→
読
者
と
な
る
。

Rebecca

に
よ
る
戦
況
報
告
場
面
の
よ
う
に
、
叙
述
者
の
語
り
が
生
き
生
き
と

し
て
い
る
場
合
、
著
者
と
叙
述
者
が
入
れ
替
わ
り
、
記
事
→
Ｒ
→
読
者
と
な

る
。
さ
ら
に
幻
惑
度
が
高
い
と
記
事
＝
読
者
と
な
り
、
著
者
が
疎
外
視
さ
れ

記
事
＝
読
者
―
著
者
と
な
る
。

原
子
朗⑻
は
「
猫
」
の
一
人
称
の
語
り
を
「
文
体
論
的
に
は
、
そ
う
し
た
〝
神
〟

の
立
場
に
近
い
猫
の
視
点
が
、
た
え
ず
作
者
の
精
神
の
構
造
を
読
者
に
感
じ
さ

せ
ず
に
は
い
な
い
。
が
、
そ
の
こ
と
は
文
学
と
し
て
プ
ラ
ス
な
の
か
マ
イ
ナ
ス

な
の
か
、
に
わ
か
に
は
決
め
が
た
い
。（
中
略
）
私
た
ち
読
者
は
『
猫
』
に
ひ

き
ず
り
こ
ま
れ
て
、
た
し
か
に
記
読
と
な
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
の
、
指
摘

し
て
き
た
よ
う
に
著◯
で
あ
る
作
者
漱
石
の
眼
光
や
精
神
の
構
造
を
圏
外
に
放
つ

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
猫
の
姿
は
あ
く
ま
で
仮
の
姿
で
あ
っ
て
、
そ

こ
に
著
者
の
生
な
精
神
を
読
み
取
ら
さ
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。」
と

論
じ
る
。

三
人
称
の
語
り
を
採
用
し
な
が
ら
も
、
記
事
→
僧
→
読
者
も
し
く
は

記
事
＝
読
者
と
い
う
効
果
を
上
げ
て
い
る
「
犬
」
の
表
現
の
一
例
を
次
に
挙
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げ
る
。

　

彼
は
背
面
の
隅
の
地
面
に
近
い
と
こ
ろ
に
明
り
の
漏
れ
る
小
孔
を
見
つ

け
て
、
そ
こ
へ
い
や
な
恰
好
に
四
つ
這
ひ
に
な
つ
て
腹
を
ひ
ど
く
波
た
せ

な
が
ら
覘
き
は
じ
め
た
。

　

そ
れ
と
は
知
ら
ず
娘
は
一
心
不
乱
に
祈
願
を
こ
め
て
ゐ
る
。
う
す
暗
い

燈
明
の
光
が
こ
ち
ら
か
ら
半
裸
の
半
面
を
照
ら
し
て
ふ
ん
わ
り
し
た
輪
廓

を
空
に
画
い
て
ゐ
る
。
し
つ
か
り
と
肉
づ
い
て
の
び
の
び
し
た
身
体
が
屈

ん
だ
り
伸
び
た
り
す
る
。
む
り
む
り
し
た
筋
肉
が
尺
嚄
の
や
う
に
屈
伸
す

る
。
彼
は
そ
の
一
挙
一
動
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
あ
ら
ゆ
る
形
、
あ
ら
ゆ
る

運
動
を
ひ
と
つ
も
見
逃
す
ま
い
と
す
る
。
娘
は
つ
つ
ま
し
く
膝
を
と
ぢ
、

跪
い
て
じ
つ
と
神
像
を
見
つ
め
た
の
ち
、
祈
願
の
言
葉
を
小
声
に
く
り
か

へ
し
な
が
ら
上
体
を
ま
げ
て
、
両
昿
と
額
を
地
に
つ
け
て
敬
虔
に
平
伏
す

る
。
う
な
じ
か
ら
背
筋
へ
か
け
て
強
い
弓
の
や
う
に
撓
ん
で
、
や
や
鋭
い

角
を
な
し
た
ゐ
し
き
が
ふ
た
つ
並
ん
だ
踵
か
ら
わ
づ
か
に
は
な
れ
る
。
娘

は
起
き
あ
が
る
。
顔
が
美
し
く
上
気
し
て
ゐ
る
。
今
度
は
か
た
膝
を
ふ
み

出
し
左
手
を
土
に
つ
い
て
身
を
支
へ
な
が
ら
、
及
び
腰
に
右
手
を
の
ば
し

て
神
像
に
浄
水
を
ふ
り
か
け
る
。
丸
丸
し
た
長
い
腕
、
く
ぼ
ん
だ
胘
、
肉

の
も
り
あ
が
つ
た
肩
、
甘
い
果
の
や
う
に
ふ
く
ら
ん
だ
乳
房
、
水
水
し
い

股
や
脛
、
き
ゆ
つ
と
括
れ
た
豊
か
な
臀
…
…
そ
の
色
と
、
光
沢
と
、
あ
ら

ゆ
る
曲
線
と
、
そ
れ
は
日
々
生
気
と
芳
醇
を
野
の
日
光
と
草
木
の
薫
か
ら

吸
ひ
と
つ
て
蒸
す
や
う
な
匂
を
は
な
つ
一
匹
の
香
麞
の
や
う
に
見
え
る
。

　

燈
明
が
消
え
か
か
つ
た
の
で
娘
は
か
た
よ
せ
た
着
物
を
と
つ
て
ぐ
る
ぐ

る
と
身
に
つ
け
は
じ
め
た
。
韻
律
正
し
い
詩
が
こ
は
れ
て
平
板
な
散
文
に

な
つ
た
。
彼
は
非
常
な
努
力
を
も
つ
て
そ
こ
を
は
な
れ
た
。

岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
第
二
巻
（
昭
和
六
十
四
年
十
一
月
二
十
一

日
刊
）

娘
が
全
裸
で
祈
る
姿
を
僧
が
覗
く
場
面
だ
が
、
煽
情
的
と
い
う
よ
り
も
美
し

い
気
品
が
漂
う
裸
体
描
写
で
あ
る
。「
ふ
ん
わ
り
し
た
輪
廓
」「
し
っ
か
り
と
肉

づ
い
て
の
び
の
び
し
た
」「
む
り
む
り
し
た
筋
肉
」「
丸
丸
し
た
長
い
腕
」「
き

ゆ
つ
と
括
れ
た
豊
か
な
臀
」
な
ど
勘
助
特
有
の
音
感
豊
か
な
言
葉
が
用
い
ら
れ

る
中
で
、
僧
の
視
点
が
読
者
の
視
点
に
重
な
り
、
記
事
＝
読
者
の
効
果
が
生

じ
て
い
る
。四　

ま
と
め

第
二
章
の
結
果
と
し
て
、
単
純
に
文
章
量
の
点
で
角
川
版
と
岩
波
版
の
全
集

本
文
を
比
較
し
た
場
合
、
角
川
版
は
一
頁
（
43
×
16
）
字
の
組
み
方
で
約
62
頁
、

岩
波
版
は
一
頁
（
44
×
16
）
字
の
組
み
方
で
約
68
頁
と
い
う
よ
う
に
、
角
川
版

の
方
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
ま
っ
て
い
る
。

第
二
章
（
二
）
の
別
表
1
の
ほ
ぼ
全
項
目
が
表
現
を
短
く
平
易
に
し
た
校
正

で
あ
る
。
中
で
も
�
の
よ
う
に
怪
奇
映
画
さ
な
が
ら
起
屍
鬼
の
表
情
を
「
く
わ

つ
と
あ
け
放
っ
た
目
」
と
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
し
た
校
正
も
あ
る
。

こ
れ
ら
角
川
版
全
集
本
文
校
正
の
結
果
か
ら
、
本
文
全
体
が
短
く
な
り
、
次

か
ら
次
へ
と
驚
く
べ
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
行
動
中
心
に
語
ら
れ
、
ス
ピ
ー
ド
感
溢

れ
る
展
開
と
な
っ
た
。

第
三
章
（
四
）（
五
）
に
本
文
中
よ
り
抜
粋
し
た
表
現
に
も
表
れ
た
よ
う
に
、

勘
助
自
身
、
自
身
の
表
現
上
の
特
徴
と
そ
の
効
果
を
理
解
し
た
上
で
、
普
通
の

人
間
が
体
験
し
え
な
い
異
常
な
世
界
に
読
者
を
い
ざ
な
う
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
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別
表
2
内
、
項
目
④
の
よ
う
に
猫
が
垣
間
見
た
人
間
の
生
活
を
人
間
の
よ
う

に
見
聞
き
し
語
る
と
い
う
擬
人
化
の
方
法
を
単
純
に
換
骨
奪
胎
し
た
の
で
は
な

く
、
元
人
間
だ
っ
た
犬
が
本
能
的
・
外
面
的
に
は
犬
の
生
活
、
そ
の
実
、
内
面

的
に
は
人
間
の
夫
婦
生
活
を
語
る
方
法
で
、「
犬
」
に
は
ひ
ね
り
と
独
創
が
あ
る
。

第
三
章
（
四
）
に
お
い
て
説
明
し
た
別
表
2
内
、
項
目
⑤
「
食
べ
物
の
記
録
」

に
あ
る
表
現
と
方
法
の
点
に
よ
り
、「
猫
」
が
猫
に
人
間
の
食
べ
物
を
与
え
つ

場
面
を
描
き
、
猫
を
人
間
に
近
づ
け
る
方
法
を
採
用
し
て
い
た
の
に
対
し
、

「
犬
」
の
場
合
、
犬
な
ら
で
は
の
食
行
動
を
描
き
、
人
間
を
犬
に
近
づ
け
る
方

法
を
採
用
し
て
い
る
。
娘
犬
の
本
能
に
基
づ
く
食
行
動
の
場
面
や
怒
り
に
基
づ

き
僧
犬
を
噛
み
殺
す
場
面
で
は
、
犬
と
し
て
の
行
動
の
後
に
、
人
間
と
し
て
の

内
面
的
葛
藤
や
絶
望
が
現
れ
る
と
い
う
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
別
表
2
内
、
項
目
①
の
よ
う
に
戦
時
下
、
非
常
事
態
時
の
時
代
背
景
も

勘
助
の
場
合
、
主
人
公
の
僧
犬
・
娘
犬
か
ら
財
産
や
社
会
的
階
級
、
人
間
的
な

繋
が
り
な
ど
全
て
の
属
性
を
奪
う
設
定
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
。

別
表
2
内
、
項
目
⑧
の
よ
う
に
人
間
世
界
に
存
在
す
る
階
級
差
が
崩
れ
「
力
」

と
「
智
慧
」
が
尊
ば
れ
る
犬
の
世
界
に
お
い
て
さ
え
も
、
僧
犬
は
夫
婦
・
宗
教

等
、
社
会
制
度
を
後
ろ
盾
に
獣
慾
を
満
た
そ
う
と
す
る
。「
猫
」
で
は
、
当
時

の
イ
ン
テ
リ
が
社
会
に
お
い
て
、
台
頭
し
て
き
た
権
力
を
批
判
し
た
の
に
対
し
、

「
犬
」
の
場
合
、
戦
時
下
で
全
て
を
失
っ
た
僧
犬
に
、
無
教
養
で
属
性
を
持
た

な
い
娘
犬
の
視
点
か
ら
、
人
間
と
し
て
の
醜
さ
を
認
め
て
い
く
展
開
と
な
っ
て

い
る
。

「
犬
」
に
お
い
て
勘
助
は
、
人
間
が
社
会
的
属
性
を
失
っ
た
時
に
さ
え
も
持

ち
続
け
る
自
分
本
位
さ
に
痛
烈
な
批
判
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
点
で
「
犬
」
は

人
間
の
根
源
的
悪
に
迫
っ
た
作
品
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
方
法
・
構
成
の
両
面
で
、「
猫
」
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

勘
助
が
漱
石
も
高
く
評
価
し
た
自
ら
の
独
創
性
を
忌
憚
な
く
発
揮
し
た
自
信
作

と
考
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

後
記第

二
章
に
記
し
た
「
犬
」
の
新
出
資
料
に
関
し
て
は
、
平
成
二
四
年
度
静
岡
市
蔵
中
勘

助
資
料
の
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
の
公
表
共
々
、
静
岡
市
文
化
振
興
課
、

静
岡
市
文
化
振
興
財
団
、
中
勘
助
文
学
記
念
館
の
皆
さ
ま
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

注
⑴　
「
中
勘
助
『
提
婆
達
多
』
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
オ
セ
ロ
』」『
上
智
大
学
国
文
学

論
集
』
三
十
九
号
、
平
成
十
八
年
一
月

⑵　
『
は
し
ば
み
の
詩
―
中
勘
助
に
関
す
る
往
復
書
簡
―
』
渡
辺
外
喜
三
郎
著
、
勘
奈

庵
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月

⑶　
「
吾
輩
の
死
ん
だ
あ
と
に
―
〈
猫
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
〉
の
生
成
と
更
新
」『
漱
石
研
究
』

第
十
四
号
、
翰
林
書
房
、
平
成
十
三
年
十
月

⑷　
「
猫
の
生
き
た
時
空
」『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
四
十
四
巻
七
号
、
昭
和
五
十
四

年
六
月

⑸　
「『
運
動
』
と
い
う
名
の
殺
戮
」『
漱
石
研
究
』
十
四
号
、
翰
林
書
房
、
平
成
十
三

年
十
月

⑹　
『「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の
謎
』
長
山
靖
生
著
、
文
芸
春
秋
、
平
成
十
年
十
月

⑺　
「『
銀
の
匙
』
風
俗
図
譜
」『「
銀
の
匙
」
考
』
翰
林
書
房
、
平
成
四
年
五
月

⑻　
「『
猫
』
の
文
体
序
論
」『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
四
十
四
巻
七
号
、
昭
和
五
十

四
年
六
月


